
川崎市の平成１６年度予算

できるのではないでしょうか。
（事務局）
歳出面ではいかがでしょうか。
（堀添）
まず予算を性質別に見ますと、義務
的経費、つまり人件費、扶助費、公
債費の割合を５０％以下に戻すこと
ができた点に注目する必要がありま
す。バブル期、義務的経費は４０％
強でしたが、ここ１０年間は漸増し
てきており、平成１５年度はついに
５０％となってしまいました。平成
１６年度は、これが４８．９％へと
１．１ポイント低下し、ほぼ平成１
１年度と同じレベルに下がっていま
す。ただし、これに借換債の部分を
加えますと、実質的には５２．３％
と、昨年度よりさらに義務的経費の
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自治体が自由に使い方を決められる
ものと、国庫支出金のように使い方
を細かく決められているものの２種
類があります。地方交付税の総額は、
所得税をはじめとする５税の一定割
合を中心に自動的に決まるのですが、
国の財政状況が厳しくなる中で、そ
の総額を予算化できなくなった。そ
のため、不足分は地方自治体に「臨
時財政対策債」という借金をさせ、
元利償還は全額、返済年度に国が地
方交付税を上乗せするという制度が
平成１３年度から実施されています。
果たして本当に返済年度に全額交付
してくれるのか、という不安もあり
ますが、制度としては臨時財政対策
債は地方交付税と同様の扱いである
といえます。地方交付税は平成１５
年度予算で２０億円だったものが、
平成１６年度は８億円へと１２億円
の減、臨時財政対策債は平成１５年
度予算と比べると７２億円の減と、
あわせて８４億円の大幅減となって
います。
市債という面でみると、平成１５年
度の市債残高は臨時財政対策債等を
除くと７，４７５億円だったのが、
平成１６年度は借換債を含めると、
７，４８４億円へと微増にとどめる
ことができる見込みとなっています。
ここ数年は毎年２００億円から４０
０億円以上も残高が増えてきたこと
を考えると、増えたとはいえ評価が
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（事務局）
２月１８日から３月議会、いわゆる
「予算議会」が開催されます。先週
予算案の発表もありましたが、川崎
市の平成１６年度予算案の特徴はど
んな点でしょうか。
（堀添）
はい。まず全体の予算規模を見ます
と、一般会計予算が５，２０９億円、
特別会計、企業会計を合わせた合計
額が１兆２，０１７億円となってい
ます。川崎市民は約１２９万人です
から、単純に計算すれば市民１人あ
たり約９３万円のお金が川崎市の公
的支出として使われることになりま
す。一般会計予算を平成１５年度と
比較すると、実質的には額で１１３
億円、約２．１％のマイナス予算と
なっています。川崎市としては、過
去２番目の減額幅であり、緊縮型予
算といえるのではないでしょうか。
歳入では、個人所得と納税者数の増
加が見込まれるとともに、企業収益
の改善も進むため、市民税は約４３
億円の増となりましたが、地価下落
による固定資産税・都市計画税の減
が約５億円、その他も含めると市税
全体では約３３億円の増となってい
ます。このように自主財源は増えて
いるのですが、全体としての歳入が
減った原因の一つが、国からの財源
移転額が減ったことです。国からの
財源移転には、地方交付税のように

△０．５％１兆２，０８２億円１兆２，０１７億円合 計

１．５％１，９７９億円２，００８億円企業会計

３．９％４，６１７億円４，８００億円特別会計

△５．０％５，４８５億円５，２０９億円一般会計

増減率平成１５年度予算平成１６年度予算案

（注）平成１６年度から借換債の会計処理を一般会計から特別会計に移しているため、平
成１５年度も同様の扱いとすると、一般会計が５，３２２億円、増減率は△２．１％となる。
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（注）当初予算ベースで臨時財政対策債等を除いた数値。

平成１６年度は借換債を含む。
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（事務局）
その他、今回の予算編成で特徴的なことはありますか。
（堀添）
いくつか新しい取り組みがされています。まずは予算編
成過程が公表されたことです。今までは行政内部で調整
された後のものが予算案として提示されたわけですが、
平成１６年度予算からは事務事業所管部門からの予算要
求額と査定後の当初予算額の両方が公表されています。
公表も、官公庁の予算管理体系である款項目別とともに、
主要事業別にも行われています。たとえば、市民局所管
の「ミューザ川崎シンフォニーホール整備等事業」を見
ると、平成１５年度当初予算額１５７億８，９３２万円
に対し、平成１６年度予算要求額は１３億１，２８９万
円、査定後の当初予算額は１２億４，９９８万円となり、
行政内部の査定で６，２９１万円減額されたことがわか
ります。行政としての意志形成過程に関する情報公開は
市民参加を進めるためにも重要なポイントですので、こ
の点は大きな一歩であるように思います。
また、もう一つのポイントは、コスト削減奨励制度が実
施されたことです。これは、予算執行過程の中で現場の
工夫で削減できた金額の一部を翌年度に使える仕組みで
す。平成１５年度予算の執行過程で２６件２億２千５百
万円が節減されましたので、その奨励策として平成１６
年度予算に５，５００万円の配分が行われています。も
ちろん、２６項目の内容を見ると民間ではあたりまえに
行われているような項目も含まれていますし、今後さら
に拡げていく中で想定できる弊害の危険性もありますが、
少なくとも「予算が配分されたら、とにかくそれを使い
切らなければならない」という意識の改革につながって
いく仕組みであると思います。
平成１６年度は、今後１０年間を視野にいれた新総合計
画の策定と、自治基本条例の制定が行われる予定です。
今回の予算案の中でも、阿部市長が考えられている「川
崎像」が随所に感じられる内容になっていると感じてい
ます。２月１８日からの予算議会の中では、平成１６年
度予算を審議する中で、どのような川崎市を創っていく
のか、といったあたりまで議論を深められればと考えて
います。いずれにせよ、今後１年間の川崎市のあり方を
決める重要な議会となりますので、ぜひ傍聴に来ていた
だければと思います。
（事務局）
長時間にわたり、ありがとうございました。

（堀添）
割合が増えており、財政の硬直化が一段と進んでいます。
義務的経費の中身を細かく見ますと、人件費は平成１５
年度１，２４９億円が平成１６年度は１，１７３億円へ
と７６億円の減、マイナス６．１％となります。また、
公債費は平成１５年度７４３億円が平成１６年度５４４
億円へと１９９億円の減ですが、借換債を含めますと平
成１６年度９１５億円ですので、実質的には１７２億円
の増、プラス２３％となります。
さらに、生活保護扶助費等の扶助費をみると平成１５年
度７５１億円が平成１６年度８３１億円へと８０億円、
プラス１０％と大幅に増えたため、義務的経費割合の実
質増に繋がっています。平成１６年度の投資的経費は前
年度比マイナス９０３億円の８，０１５億円ですので、
川崎市としては初めて扶助費を下回っています。
このように、市としての可処分所得の割合がさらに減っ
てきている中で、平成１６年度予算案を編成せざるをえ
ない状況にあります。
（事務局）
平成１４年度に策定した行財政改革プランと比較すると、
平成１６年度予算はどういう状況なのでしょうか。
（堀添）
基本的には行財政改革プランに沿っているのですが、当
時予想した以上に状況は厳しくなっています。行財政改
革プランにおける平成１６年度の収支不足額は５１３億
円の見込みでしたが、予算案では５５３億円へと４０億
円分不足額が増えています。これは市税収入が当時の見
込みと比べ６６億円の大幅減となることが一番の理由で
す。以前であれば、国からの地方交付税等により補填措
置がされたのですが、国の地方財政計画の歳出規模の抑
制等により、それが期待できない状況にあります。
この４０億円の穴埋めをするために、行財政改革の前倒
しにより約２０億円を生みだし、残りは将来の公債償還
のために積み立てている減債基金の取り崩し額を上乗せ
することで予算を編成しています。過去の取り崩し分を
含めると減債基金の積立不足額は平成１６年度末で、約
３５２億円に達することになります。今後もこうした厳
しい状況は続く可能性が高いと思われますので、行財政
改革のスピードを今まで以上に上げていかなければなら
ない状況にあると思います。

前ページからの続き

（２００４年２月１６日）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 その他経費

平成１５、１６年度性質別予算
億円

１５
年
度

１６
年
度

（注）当初予算ベース。平成１６年度は借換債を含む。



（３）ほりぞえ健ニュース ２００４年３月号

平成１６年度予算（案）の重点施策

＜活力あるいきいきとした市民生活のために＞

【保健、医療・福祉、学校教育等】
継続 複合福祉施設の整備 １，４８２百万円 新規 子育て短期利用事業 ２百万円
新規 福祉サービス第三者評価モデル事業 ９百万円 新規 児童家庭支援センター開設等 １２１百万円
継続 明るい町づくり対策 ４１９百万円 新規 乳児院の開設 １５６百万円
継続 特別養護老人ホームの整備 １，２５７百万円 新規 母子家庭等自立支援事業 ８百万円
継続 介護老人保健施設の整備 ２２５百万円 拡充 かわさき教育プランの策定 １０百万円
新規 安心ハウス交流支援事業 １百万円 継続 小学校・中学校の整備 ７，５１５百万円
新規 シニア能力地域活用システム構想事業 ３百万円 新規 学校適正配置推進事業 ５百万円
新規 知的障害者一般就労促進支援検討事業 ２百万円 拡充 中学校ランチサービス事業 ２５５百万円
新規 精神障害者退院促進支援事業 １百万円 新規 学校２学期制試行事業 １百万円
継続 知的障害者援護施設の整備 ２，０２８百万円 新規 不登校対策推進事業 ３百万円
継続 保育の充実（待機児童減） ９，９８４百万円 拡充 ２１世紀子どもサイエンス事業 ５百万円

【産業振興、臨海部等】
新規 川崎工業ブランド推進事業 ７百万円 継続 商店街の活性化 ８３百万円
新規 Ｗｅｂかわさき製品見本市事業 ３百万円 継続 観光の振興 ７５百万円
新規 ものづくりバーチャル体験支援事業 １０百万円 新規 新世代ファーマー育成事業 ２百万円
新規 アジア起業家誘致交流促進事業 １２百万円 継続 サイエンスシティ川崎の推進 １２０百万円
新規 安心ライフ産業フロンティア事業 １３百万円 新規 羽田アクセス関連事業 ２０百万円
継続 中小企業向け各種融資制度 １４，０４２百万円 新規 国連環境計画連携協調事業 １５百万円
新規 企業等ＯＢ人材活用支援事業 １百万円

【参加と協働等】
継続 総合計画策定事業 ４６百万円 新規 地域課題解決に向けた取り組み ２９４百万円
新規 シティセールス推進事業 ３８百万円 新規 市民活動育成推進事業 １３百万円
継続 市民自治拡充に向けた行政制度検討 １６百万円 新規 市税のコンビニエンスストア収納 ３８百万円
継続 魅力ある区づくり推進事業 ３５０百万円 新規 地方税電子申告システムの整備 ９６百万円

＜うるおいのある快適で安心な都市をめざして＞

【都市拠点整備、交通網の整備等】
新規 川崎駅周辺総合整備計画策定事業 １０百万円 新規 大規模工場跡地等土地利用計画策定 ５百万円
新規 川崎西口堀川町公共施設整備 ２，７６１百万円 新規 駅アクセス向上等計画調査 ２５百万円
継続 登戸・向ヶ丘遊園地区の整備 ４，１３２百万円 拡充 コミュニティ交通計画調査 １０百万円
継続 高齢者向け優良賃貸住宅助成 １６５百万円 新規 総合的放置自転車対策の調査 ３百万円
新規 賃貸住宅経営管理相談対策推進 ３百万円 新規 バス運行情報提供システムの導入 ８７百万円

【緑の創造、生活環境、危機管理等】
新規 緑の景観づくり推進事業 ２００百万円 新規 総合的危機管理体制の整備 １７百万円
継続 公園緑地用地の取得 １０，３０２百万円 新規 港の安全対策の強化 ４７４百万円
継続 市民健康の森推進事業 １６１百万円 新規 麻生消防団高石班器具置場改築 ２３百万円
継続 ディーゼル車対策事業 ４１７百万円 新規 ヘリコプターの更新 ６３１百万円
新規 生ごみ等リサイクル推進事業 １５百万円 新規 メディカルコントロール体制確立 ３６百万円
新規 リサイクル活動等推進支援事業 １００百万円 新規 あんしん歩行エリアの整備 ４５百万円
新規 王禅寺処理センター基幹施設整備 １０２百万円 新規 かわさき南部斎苑の開設 ２２２百万円
新規 矢上川モデル計画事業の推進 １０百万円

【文化、スポーツ、生涯学習等】
新規 音楽のまちづくり推進事業 ２１５百万円 新規 アートセンター整備の基本計画策定 １百万円
新規 ﾐｭｰｻﾞ川崎ｼﾝﾌｫﾆｰﾎｰﾙの開館 １，０７２百万円 新規 メガスターの運営 ５百万円
新規 子どもの音楽活動推進事業 ２２百万円 新規 総合型地域スポーツセンターの育成 １百万円
新規 ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞｵｰｹｽﾄﾗ巡回公演開催事業 １百万円



日時：２００４年２月２２日（日）
午後１時半から４時まで。

場所：高津市民館
溝の口駅前マルイファミリー１２階

溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０

第９回第９回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。
一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の

あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。
毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して

おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第９回 ２月２２日 午後１時半～ 高津市民館

「地方分権の現在と今後」

第１０回 ３月２７日 午後１時半～ 高津市民館

「平成１６年度予算で川崎はどう変わるか」

（４）ほりぞえ健ニュース ２００４年３月号

昨
年
、
川
崎
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
市
立
学
校

に
通
う
子
ど
も
を
対
象
に
調
査
を
行
い
「
か
わ
さ

き
・
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
」
を
ま
と
め
た
。

そ
の
な
か
の
質
問
「
学
校
の
授
業
が
よ
く
わ
か
る

か
」
に
「
よ
く
わ
か
る
」
と
答
え
た
中
学
生
は

八
・
九
％
、
高
校
生
は
五
・
一
％
に
留
ま
る
。
一

方
「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
「
ほ
と
ん
ど
分

か
ら
な
い
」
を
あ
わ
せ
る
と
、
中
学
生
は
二
九
・

一
％
、
高
校
生
で
は
五
一
・
八
％
に
の
ぼ
る
と
い

う
。
小
学
生
の
場
合
、
「
よ
く
分
か
る
」
「
大
体

分
か
る
」
で
九
〇
％
以
上
に
な
る
の
が
、
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

中
学
生
の
一
八
・
五
％
、
高
校
生
の
二
七
％
が
、

「
わ
か
ら
な
い
と
き
で
も
そ
の
ま
ま
に
す
る
」
と

答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
」

と
懸
念
し
て
い
る
。
／
こ
う
し
た
「
意
欲
学
力
の

低
下
」
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
公
立
学
校
で
も

「
習
熟
度
別
指
導
」
が
急
速
に
導
入
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
導
入
し
て
い
る

の
は
小
学
校
で
は
七
四
％
、
中
学
校
で
は
六
七
％

に
上
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
が
抱
え
る
様
々
な

問
題
点
を
指
摘
す
る
教
育
専
門
家
も
少
な
く
な
い
。

意
外
な
こ
と
に
、
学
力
を
身
に
つ
け
る
の
に
、
こ

の
方
法
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
、

実
際
に
「
習
熟
度
別
指
導
」
を
導
入
し
た
国
の
中

で
も
廃
止
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
も
そ
う
し
た
国
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ

の
国
で
は
地
方
や
学
校
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
も

含
め
て
教
育
改
革
を
進
め
、
国
際
的
な
学
力
テ
ス

ト
で
圧
倒
的
な
好
成
績
を
収
め
て
い
る
。
／
果
た

し
て
日
本
で
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
調

査
分
析
が
十
分
に
な
さ
れ
た
う
え
で
「
習
熟
度
別

指
導
」
は
導
入
さ
れ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
塾
な

ど
受
験
産
業
の
意
向
を
背
景
に
、
文
部
科
学
省
の

指
導
の
も
と
で
一
方
的
に
導
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
／
今
こ
こ
で
「
習
熟
度
別
指

導
」
の
当
否
を
論
ず
る
紙
幅
は
な
い
が
、
こ
の
問

題
を
含
め
て
言
え
る
の
は
、
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
親
や
地
域
の
大
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕

組
み
が
、
現
在
の
学
校
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

現
状
の
学
校
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
い

く
ら
小
手
先
の
制
度
改
革
を
行
っ
て
も
実
際
に
は

何
も
変
わ
ら
な
い
。
教
育
を
一
部
の
「
専
門
家
」

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
主
権
者
で
あ
る
私
た
ち

の
手
で
つ
か
む
こ
と
が
、
学
力
低
下
に
対
す
る
解

答
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
事
務
局
ゆ
）

政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９
銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４

地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

〒２１３－０００１

川崎市高津区溝口１－２０－１０

東方ビル３階

電 話：０４４－８５０－１２０５

ＦＡＸ：０４４－８５０－１２０６

溝の口駅、高津駅から徒歩５分です。１階
が文具店のビルの３階です。

http://www.the-hidaka.net/

民主党民主党 神奈川県神奈川県

第１８区総支部事務所第１８区総支部事務所

このニュースはご自宅にも配送しております。毎月確実にご覧になりたい方は、
ほりぞえ健事務所までお気軽にご連絡ください。（電話８５５－１４７９）

（ひだか剛事務所も併設しております。）


